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開催目的
有機半導体研究の遂行には、「有機合成化学」「デバイス物理」「光電気物性評価」に代表される分野横断的な知見の習
得が必要不可欠である。有機半導体研究の深化に向けて、我々は日本全国の有機半導体研究に携わる学生を対象とし
た「第19回 有機デバイス・物性院生研究会」を開催し、各プログラムを通じた学生交流から、各研究分野の相互理解およ
び研究者間のネットワーク構築を目指す。

開催内容
学生同士による口頭発表・ポスター発表・懇親会および招聘講師による講演を実施する。各プログラムにおける交流を通
じて、研究対象が多岐に跨る有機半導体研究の相互理解と研究者間のコミュニケーション活性化を図る。

開催結果(成果)
東北から九州地方の広域にわたる各大学から、計73名の学生（応用物理学会会員44名、全22研究室）が参加し、18件の
口頭発表、50件のポスター発表および招聘講師による講演が行われた。各発表後に設けられた質疑応答時間では、時
間内では収まりきらないほと活発な議論が繰り広げられ、分野横断的な有機半導体研究の相互理解を深めることができ
た。学生による多岐にわたる研究成果発表を通じ、各学術領域が多様な研究により発展する現代において、先進的な研
究を遂行するためには異分野の知見が必要不可欠であると同時に、研究者として独創性やオリジナリティを生み出す力
を養う重要性を改めて認識することができた。招聘講師による講演では、有機半導体研究の最先端技術に加え、研究者
としての在り方や矜持についても学ぶ非常に貴重な機会となった。招聘講師の豊富な経験と知識を身近に感じることで、
参加した学生は研究者としてのキャリアをより具体的にイメージし、自身の将来像を明確化する契機となったと考えられ
る。さらに、研究会全体を通じて、研究を介在した学生同士の積極的な交流が確認され、分野の枠を超えた知見の共有と
ネットワーク形成が達成できたと考える。研究者同士が交流を深める際には、研究内容に留まらず、一見無関係に思える
当人同士の趣味や興味についての雑談を交えることで、信頼関係をより一層深く構築し、相互作用を最大限に高める必
要性があることを強く実感した。こうした研究者間の強固な相互作用が自身の研究テーマに対する俯瞰的な評価を可能と
し、新たな着想や研究のヒントを得る契機となり得ることを参加者全員が認識することができたと考える。本研究会の開催
は、有機半導体研究における分野横断的な相互理解の深化・研究者間のネットワーク形成に対して効果的に作用し、各
項目が十分に達成されるとともに、研究者としての視野を広げる貴重な場となった。異なるバックグラウンドを有する研究
者同士の多様な意見交換を通じて新たな着想を得る機会が提供され、参加者全員にとって学術的成長と交流の重要性
を再認識する場ともなり得たことを報告する。

西暦 2024年　10月　1日（13:00）～ 10月 3日（15:00）

京都大学宇治キャンパス おうばくプラザ・化学共同棟1Fセミナー室

73名（内応用物理会員 44名）

有機デバイス・物性SC

第19回有機デバイス・物性院生研究会

Fig1.山本俊介准教授（京都大学）によるご講演 Fig2.第19回研究会の参加メンバー（閉会式中）


